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山田：今日は本庄地域からお２人の会長にお越しいただいております。 

二口：本庄地域活動協議会会長の二口です。 

宮里：本庄連合振興町会会長の宮里です。 

山田：本日はうめきた外庭スクエアという場所をお借りしてお送りして

います。北区本庄地域は、もともとは豊崎村だったのでしょうか。 

宮里：豊崎と、本庄、長柄、国分寺が明治 22 年に合併。豊崎村となる。 

山田：その歴史を聞くと今の地名の由来がちょっとわかるなというふう

に感じたのですけれども、平成元年には大淀区と北区の合区により北区

本庄という名前になったのですね。現在の本庄地域は人口が約 1 万 3 千

人、世帯数が 4671 世帯です。昔の地図もご用意いただいていますが、

どんな記憶がありますか。 

宮里：長柄運河は中津運河ともいっておりましたが、大淀地域の工業用

水をそこから取ったりして水運に使われていました。柴島に浄水場があ

りますね。あそこに石炭を運んでいたのです。その石炭を運んでいたの

は焼玉エンジンのポンポン船です。ちょうど本庄の西 3 丁目あたりに石

炭を揚げる場所があったのです。そこから淀川を渡って柴島浄水場まで

ケーブルが張ってありましてそのケーブルにバケツを吊していわゆるロ

ープウェイで石炭を運んでおりました。そういうことが記憶にあります。 

山田:大阪が水の都と呼ばれています。水をたくさん使った産業が栄えて

いたという事ですね。本庄のエリアの方は、昔はガラス工場とか、そう

いった所は多かったのでしょうか。 

宮里：ガラス工場は多かったです。私が覚えているだけで 4～5 軒あり

ました。それもなくなっていきましたね。 

山田：なくなってしまった跡地には、どういったものができているので

すか。 

宮里：コーナン PRO、印刷会社本社ビル、マンションです。 

山田：先ほど仰っていただいていた豊碕本庄小学校ということで、豊崎

の名前が残っているよということですね。本庄の子供たちはみんな豊崎

中学校にあがるということなのですね。 

二口：豊崎地域と本庄地域は豊崎中学校です。 

山田：今の地域の町会の区域図というのが出てきましたけれども、ご説

明いただいてもよろしいでしょうか。 

宮里：東側から川 1～川 4・5 町会、そのなかにローレルハイツ大淀と

いう団地が 1 つの町会になっています。その隣が東 1～東 4・5 町会で

すね。その西隣が中 1～中 4・5 町会、一番西側が西 1～西 4・5 町会

の、合計 16 町会があります。 

山田：これをみるだけでも複雑な感じがするのですけれども。この縦の

通りというのはもともと何か通りがあったわけなのでしょうか。 

宮里：あれが本庄から地下鉄中崎町へ通ずる道だと思うのです。本庄西

天満線といっています。あの通りは戦後少し広がったんです。私らが小

さい頃は疎開道路といいました。それとか戦後の区画整理で拡げた。 

山田：本庄地域の方も結構、歩いて楽しい街だなという印象をもってい

るのですけれども、結構長屋も残ってたりとか、古いお家もところどこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろにあるのですけれどもやっぱり空襲を免れたという中崎町と同じよう

な感じなのでしょうか。ちなみに銭湯はありますか。 

二口：そうです、中崎町と一緒です。銭湯も昔は 3 軒あったのですが、

（利用される方が減って）今はゼロです。 

山田：高齢者率とか、このへんのこともお伺いしたいのですけれども。 

二口：高齢者率は約 30％近くあります。 

山田：町会の加入率というのはどうですか。 

二口：加入率は 28％ぐらいです。 

山田：本庄では新しくマンションができる時に町会に加入してください

という働きかけというのはされていますか。 

宮里：開発事業者のほうからだめだと一蹴されたこともあります。 

山田：それでもローレルハイツ大淀では町会ができていますね。 

二口：協力金を活用して町会を立ち上げてもらうことを今進めているの

です。 

宮里：町会費もさることながら、新しく来られた方に地域に出てきても

らっていろいろ活動してもらう。それがいちばんの望みですね。 

山田：是非出てきていただきたいという事ですが、一方で町会組織の事

というか、町会はどんな事をやっているのかということがわからないと

なかなか入る所まではいかないかなと思うので今日みたいな会をしても

っとたくさんの方に知ってもらいたいです。地域活動協議会という所で

は主にどんなことをされていますか。 

二口：高齢者向けの事業を徹底的にやっています。関連のイベントとし

てはサクラフェスティバルやラジオ体操、本庄バル、子どももちつき大

会をやっております。 

山田：それは別に町会に入る・入らないに関係なく参加して頂いても大

丈夫だよというイベントですね。その次に本庄連合振興町会はどういう

活動をされていますか。 

宮里：町会長会議、スクールゾーンの見守り、赤十字の募金、福祉事業

後援会の寄付金集金ですね。それから行政よりの要望への対応、地活協・

社協の各事業に対しての運営及び人的支援です。 

山田：地域活動協議会は地域というのがどういうものであるかというこ

とを宣伝される組織、連合振興町会は地域の土台で地域を守られている

という役割分担ですね。もう 1 つ、社会福祉協議会というのはどんな活

動をされているのでしょうか。 

二口：現在はペンギンクラブという子育て支援の事業とあいさつ運動で

す。 

山田：今日の本題ですね。今地域の状況を知って頂いたのですけれども、

担い手の掘り起こしへの取り組みというのがすごく本庄地域は画期的と

いうか先進的な事をされているなと事前のヒアリングで思いましたので

今日はそちらの方のテーマを伺いたいと思います。 

二口：ボランティア交流会を 4 年前に立ち上げました。それまでは青指・

第 1２回キタ再発見の会×うめらく未来ミッション（vol.20） 

 

□テーマ 『人財育成・発掘！本庄地域のこれからの挑戦』 

□コーディネーター：一般社団法人うめらく 代表 山田摩利子 

□ゲストスピーカー： 本庄地域 二口 勇 様 

                宮里 展弘 様 

                

□日時  2020 年 10 月 28 日（水） 1８:３0－19:30 

□方法  オンライン会議システム Zoom による開催 

前半では、本庄地域で地域活動をされている方をゲストスピーカ

ーとして「人財育成・発掘！本庄地域のこれからの挑戦」について

トークセッションを行います。 

後半では、参加者の方からの質問を受け付けます。 

本庄地域の表と裏を知り、新たなまちの価値を知るきっかけとな

る地域の交流の場として開催します。 

公益財団法人都市活力研究所と一般社団法人うめらくは、共同でトークイベント「キタ再発見の会」「うめ

らく未来ミッション」を開催します。「キタ再発見の会」は、キタエリアで多くの時間を過ごされる方に、是

非キタエリアの豊富な魅力を知っていただき、もっと好きになっていただくきっかけとして開催していま

す。「うめらく未来ミッション」は実際に地域で活動している方と、地域で活動をしたい人をつなぐ交流の

場として定期開催しています。未来にミッション(使命)を感じて活動する方々がつながり合うことにより、

地域活性化仲間となり、実践のきっかけとなりますよう、皆様に気軽に立ち寄っていただき、夜のひととき

にゲストトークや意見交換を愉しんでいただければ幸いです。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

キタ再発見の会 

× 

うめらく未来ミッション 
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PTA・地域役員の交流がほとんどなくて、それぞれが勝手にやっている

というような状況でした。これでは地域の担い手がどんどん減っていく

ということで三団体交流会を立ち上げまして年に1 回BBQ 大会を開い

てそれに地域の役員、青指、PTA それぞれが参加して、共同で料理をし

たり会場の設営をしたり、そういった所で交流を重ねてきてやっと最近

になっていろんなお手伝いに積極的に出ていただけるように変わってき

ました。これからもこういったことも積極的に進めていきたいというふ

うに考えています。 

山田：どこでもやっぱり人が財産。交流をして顔が見える風通しの良い

状況を作っていきましょうということがされていますね。 

山田：事業継続の仕組み作りについて詳しく聞かせてください。 

二口：今まではイベ

ントをする際には

マニュアルなどは

整備されていなく

てその場で場当た

り的にですね、それ

ぞれの思いで運営

しているというふ

うな状況でしたが、

ここ 2 年、3 年です

ね、そういったもの

をマニュアル化して、どなたがやるにしてもですね、そのファイルさえ

みれば誰でも継承できるよというふうな所で実施の要員から材料、そし

て金額的な物全てをファイルにまとめて保存しています。そしてそのフ

ァイルを見れば若い人でもやろうと思えば簡単にできるというふうなシ

ステムを運営しています。 

山田：事業の準備段階から終了まで引き継ぎ事項が全て書かれているの

があるというのはすごいですね。 

二口：この件に関しましては 3 か所ぐらいの地活協からこのデータのフ

ォーマットをいただきたいという要請をいただいてお渡ししました。 

山田：本庄バルというのは 3 年前ぐらいから始められたのですけれども

本庄地域の中にある店舗、飲食店が一つになって皆さんに本庄地域を歩

いて知ってもらう企画などをされていると思うのですけれども、そのあ

たりで実際されてみてどういう効果や変化があったのかを聞かせ願いた

いです。 

二口：立ち上がりの時は、地域の飲食店が中心になって立ち上げようと

したんですよ。それでいろんな所にパンフレットを撒くのにやはり学校

関係等はですね、地活協の名前が入っていないと配れませんよというよ

うなことで私ども地活協に協力を求められてそこから取り組んでいった

のです。その次年度からは、飲食店中心ではなくて地活協中心で運営を

していったわけです。地域の飲食店とか雑貨店ですね。そういった所を

やはり活性化して頂くという事は地域にとっては非常に大きなプラスか

なというふうに思ってやらせていただいています。参加頂いている飲食

店さんには結構好評いただいていまして、是非続けて頂きたいというよ

うなご意見を頂戴しています。地域の活性化が目的という事です。 

山田：そのほかにも子供と世代を通してのあいさつ運動という所につい

てもお聞かせください。 

二口：前任の社協の岩井会長の発案で取り組んだのですけれども、あい

さつをしながら、小学生の皆さんが書いてくれたイラストでつくったカ

ードを配っています。 

山田：「おはよう」と言いながら配るわけですね。 

二口：ただ信号を渡るときにそういうやりとりがあると危険が伴うので

今年度からは一応学校の分をお渡しして、私どもは挨拶運動のベストを

着て皆さんに挨拶して顔見知りを広めるということをやっています。 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

質問：中崎町の方にお店をだしたいと思っている人がなかなか店をする

ところが見つからないという人が豊崎とか本庄とかでお店を出すような

事が起こっているという話をきいたことがあるのですけれども、そうい

う新しいお店というのはどんどん増えていっているのでしょうか。 

二口：最近喫茶店を廃業された後でそれをリニューアルして新しく喫茶

店をオープンされたという方が豊崎にお住まいです。そういった店もち

ょこちょこできてきていますね。 

山田：地域の人がいつも行っているというなじみの店みたいなのはある

のでしょうか。 

宮里：コロナ禍で行く機会がなくなったのですけれども、以前はお好み

焼屋にみんなが集まっていました。 

山田：お好み焼き屋“ニューナンバーワン”はおいしくて、コストパフ

ォーマンスも良いという事ですね。 

会場：新しいお店ではイタリアンが多い。 

山田：どのお店がおすすめですかとお聞きしたのですけれども、あまり

にも沢山ありすぎてわからないということをおっしゃっているので、是

非皆さんも歩いてこういう所にこんな店があるのだという感じで発見し

て頂けたら良いのかなというふうに思っています。会長のほうからも是

非言っておきたいということがもしありましたら。 

二口：今本庄では、防災に力を入れていましてね。やっぱり大きい災害

が起こったときは中学生が主力だということで、私も中学校の訓練に行

くときは常にその話をします。あなたがた中学生が主力ですよと。地域

は年寄ばっかりだから動けませんよということで。中学校では 3 年通し

ていろんな訓練をしています。1 年・2 年・3 年と同じ訓練を 3 年生が

リーダーとして引っ張っていく。1年生が2年・3年とあがってくると、

全ての事が自分でできるようになる。そういう形で学年別にやるのでは

なくて縦割りでやって引継ぎがスムーズにいくようにしています。 

山田：大人は昼間働いていることが多く、昼の時間に地域にいらっしゃ

らない場合はとても多いですので、中学生に頑張ってほしいよというの

はどこの地域でも言えることなのですけれどもいろいろ工夫されて防災

訓練をされているというお話です。私たちのいる梅田もそうだと思うの

ですけれども、梅田といったら埋め立て地で、そして、淀川であったり

大川であったりと、本当に川に囲まれている場所ですので地震だけでは

なく津波とか来た時には一気に浸かってしまうような場所でもあります

から普段からそういう心がけというのは本当に必要になってくるのだろ

うなというふうに思っているのですが、一人ひとりが本気になって日常

的に防災を意識するということが大切だと感じています。ちなみに防災

倉庫はどこに置いてあるのですか。 

二口：これは地域でお金を手当して古い海洋コンテナといいますかね、

そういうのを使ってそこに全部防災グッズを入れるようにしています。 

山田：直近では 11 月 3 日の防災フェスをされるということで、どんな

ことをされるか教えていただけますか？ 

二口：11 月 3 日には本庄会館のリニューアルを記念して防災フェステ

ィバルと子育て支援フェスティバルをやります。防災フェスティバルで

は非常持ち出し品とか備蓄の非常食それから防災クイズですね。あとは、

防災のアンケート。それから災害情報コーナーといいまして、ジェイコ

ムさんが今度テレビとつないで災害情報発信をされますので、そういっ

たことを発信するコーナーを設けてですね、地域の方にこういったもの

もありますよという事で広めていきたいなということをやっています。 

三本松：本庄会館というのは財団法人のようなのですけれども。 

二口：昔は財団法人だったのですけれども、大阪市の市政改革によりま

して財団法人は廃止するということになりまして、今現在は地縁団体と

してローレルハイツ大淀が管理しています。建物自体は大阪市の建物な

のですけれども、土地自体はローレルハイツが引きついているという状

況でございます。 

三本松：最後に感想ですが、本庄バルが地域活動協議会の活動だという

のをお聞きして非常に珍しいと思いまして、ある種公的な活動という見

方をされて、飲食店の店主がまちに溶け込む機会が少ないところをうま

くまとめておられるのが感心したところです。こういう取り組みがひろ

がっていけばいいと思います。本日はありがとうございました。 

  


